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北海道大学総合博物館 1階

「知の交流」
ヒトに飼い慣らされた鳥類の家畜は家禽と呼ばれます。ニワトリや

ドバト、それにアヒルやガチョウなどが含まれます。私たちは遺跡の

発掘調査でみつかる骨を分析する「動物考古学」の観点から家

禽の歴史を調べてきました。「世界最古の家禽」は長らくニワトリと

考えられてきました。しかし、「世界最古のニワトリ」の骨を調べる

うちに、ニワトリの歴史はどんどんと短くなってきてしまいました。そ

うこうするうちに、私たちは「世界最古の家禽」の意外な対抗馬

に出会いました。ガチョウです。なぜニワトリの歴史は短くなってしまっ

たのか、そしてなぜ「世界最古の家禽」はガチョウと言えそうなのか、

最新の研究を紹介します。
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お問合せ

TEL：011-706-2658
HP ：http://www.museum.hokudai.ac.jp/

江田　真毅
北海道大学総合博物館

事前申込制 /定員５０名

申込〆切：２０２３年 4月6日（木）

応募者多数の場合抽選となります。

左載QRコードからお申し込みください。

https://forms.gle/Tbub2ux7VQNkAwKY7

お申込みフォーム
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ニワトリ？ガチョウ？

世界最古の家禽を動物考古学から探る


